
 

 

 

 

町田市安全安心まちづくり推進計画の策定について 

 

１ 背景、目的 

 町田市生活安全条例に掲げる、「安心して暮らせる地域社会の形成」という目的を達成するため、

２０１３年１２月に第１次の町田市安全安心まちづくり推進計画（以下「計画」という。）を策定し

ました。その後、２０１６年１２月に第２次計画、２０１９年１２月に第３次計画を策定し、関係

機関と連携して施策に取組んできました。 

第３次計画が２０２２年３月で満了を迎えるにあたり、これまでの取組を継続するとともに、刻々

と変化している社会情勢に対応するため、第４次の計画を策定します。 

 

２ 計画の位置づけ、期間 

 第４次の計画は「（仮称）まちだ未来づくりビジョン２０４０」の実行計画と位置づけ、計画期間

を２０２２年４月から２０２７年３月までの５年間として策定します。 

 

３ 防犯に係る現状 

ア 市内の犯罪発生状況 

市内の刑法犯認知件数は、第１次の計画を公

表した２０１４年からの推移でみると年々減

少傾向で、２０２０年は２，１２８件と約４割

減少しています。 

市内の特殊詐欺発生件数は、人口１万人あた

り２０２０年１．７７件で、多摩２６市の人口

１万人あたりの平均値２．２０件を下回ってい

ます。 

イ 地域の防犯活動について 

   地域の防犯活動の主体である町内会・自治会は、役員の高齢化が進んでいるなど、活動の継

続性が課題となっています。 

 ウ 防犯意識の啓発について 

   インターネットサービスの利用が進み、生活様式も変化する中で、ネット決済サービスを利

用した犯罪等の新たな手口が発生しています。 

エ 防犯環境の整備について 

   街中や公共施設など様々な場所で、防犯カメラ等防犯設備の設置が進んでいます。 

【裏面あり】 

２０２１年６月１８日 
行 政 報 告 資 料 
防災安全部市民生活安全課 



４ 課題及び策定の方向性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 検討体制 

  町田市生活安全条例第７条に基づいて設置される町田市生活安全協議会及び地域で活動する団体

等から意見をお聞きします。 

 

６ 策定スケジュール 

年 月 実 施 内 容 

２０２１年 ８月 町田市生活安全協議会の開催（事務局素案に関する協議） 

２０２１年１２月 【１２月議会】行政報告（パブリックコメントの実施について） 

２０２２年 １月 素案について、パブリックコメント実施 

２０２２年 ３月 【３月議会】行政報告（パブリックコメント結果の公表と原案について） 

〃 町田市生活安全協議会の開催（パブリックコメント結果及び原案の報告） 

〃 計画策定の完了 

 

新たな担い手の創出 自分を守る意識づくり 持続的な防犯環境づくり 

【課題２】 

防犯に係る情報を「知る」こ

とに加え、自分を守る「行動」

につながるように、防犯意識

を高める取組を行う必要があ

ります。 

【課題３】 

市、市民、警察や関係機関等が

それぞれの役割に応じて、犯

罪が起こりにくい環境づくり

を続けていくことが必要で

す。 

・子育てサークル等の地域で

活動する様々な団体に対す

る防犯活動の促進 

・個人に対しての防犯活動へ

の参加促進 

・庁内各部署や警察等と連携

した防犯対策に関する情報

提供 

・インターネットサービスの

普及による新たな犯罪を含

めた防犯対策の促進 

・防犯カメラ等の防犯設備の

適切な管理及び設置促進 

・防犯カメラやセンサーライ

ト等の防犯対策に有効な最

新情報の発信強化 

町田市生活安全条例 

安心して暮らせる地域社会の形成 

（仮称）まちだ未来づくりビジョン 2040 

（9-2-1 防犯対策の推進）「みんなが安心できる強いまちになる」 

【課題１】 

既存の活動を継続できるよう

に支援するとともに、防犯活

動を行っていただける人たち

を増やしていく必要がありま

す。 


